




























































































































































































































































































昭和2年 5月2日 読売新聞 朝刊 3面
美と経済をかね備へた服装 その道の先生達が改善運動の先頭に乗出す
東京家政学院の教授三上勇，山崎敏一，森米治氏等は婦人の服装経済運動を起すため先年服装経済研究会を設立

















































































































































































昭和2年 10月29日 読売新聞 朝刊 3面








































































































































昭和3年 9月11日 読売新聞 朝刊 3面






















































































































































































































一， 一等 帝展審査員揮毫画共箱仕立 一幅宛（三籤）
一， 二等 総桐嫁入用衣裳笥 一棹宛（五籤）
一， 三等 郡内客室用最上座蒲団 五枚組（拾籤）
一， 四等 婦人持瑞西製金側腕時計 一箇宛（拾五籤）
一， 五等 素人用ヴェスト写真機 一箇宛（廿籤）
一， 六等 総絞りの流行春着銘仙 一反宛（五拾籤）
一， 七等 革製最新型ハンドバッグ 一箇宛（百籤）
一， 八等 富士絹地新意匠風呂敷 一枚宛（三百籤）
一， 九等 資生堂新製コンパクト 一箇宛（五百籤）
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一等婦人用高級外出着一ひ（仕立上り百五十円）五本 イ 最新流行錦紗絞応用絵羽模様羽織 友禅羽二






















▲超越 近代婦人姿 その七 十四円
▲月光の曲 色刷口絵三小説の三ヒロイン 十三円五十銭
▲野菊 近代婦人姿 その七 十三円五十銭
▲秋 近代婦人姿 その六 十三円五十銭
▲ゆかりの花 色刷口絵八王子の文芸銘仙 十三円五十銭
▲線の交り 近代婦人姿 その七 十三円三十銭
▲若き日 近代婦人姿 その四 十三円五十銭
▲国の香 色刷口絵八王子の文芸銘仙 十三円八十銭
▲印象 近代婦人姿 その八 十三円





▲郊外 近代婦人姿 その一 十三円三十銭
▲昭和調 色刷口絵八王子の文芸銘仙 十三円五十銭
▲錦木 近代婦人姿 その四 十三円五十銭
▲チユーリツプ 近代婦人姿 その五 十三円五十銭
▲ゴシツク調 近代婦人姿 その三 十三円三十銭
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▲更生 文芸銘仙秋の新装 十二円五十銭
▲洗練 近代婦人姿 その二 十二円三十銭
▲栄光 近代婦人姿 その四 十二円五十銭
▲抑揚 近代婦人姿 その六 十二円三十銭
▲躍動 近代婦人姿 その一 十二円三十銭





▲江戸姿 近代婦人姿 その三 九円八十銭
▲黎明 近代婦人姿 その六 十円八十銭
▲輝き 近代婦人姿 その三 十円八十銭
▲麗人 色刷口絵八王子の文芸銘仙 十円八十銭







































































昭和3年 11月2日 読売新聞 朝刊 3面











































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































番号 名称 作品名 価格
1号 超 美 人
シユパービユーチフル
福田正夫氏作「愛の猟人」 十三円八十銭
2号 めぐる新春 菊池寛氏作「明眸禍」 十三円八十銭
3号 空の花嫁  十三円八十銭




6号 ローレライ ハイネ詩集「ローレライ」の唄 十三円五十銭
7号 恋愛の国 菊池寛氏作「新珠」 十三円八十銭








12号 甦生の処女 岡田三郎氏作「聖火」 十三円八十銭
13号 美しき鳶 菊池寛氏作「不壊の白珠」 十三円五十銭
14号 東京行進曲 西條八十氏作歌 中山晋平氏作曲 十三円五十銭
15号 ダンテの夢 加藤武雄氏作「久遠の像」 十三円五十銭
16号 幸福の時計 菊池寛氏作「受難華」 十三円五十銭
17号 椿姫 ヂユマ作「椿姫」 十三円五十銭
18号 朽ちざる命 鶴見祐輔氏作「母」 十三円五十銭
19号 魅せられたる魂 中村武羅夫氏作「地霊」 十三円五十銭
20号 孔雀夫人 中村武羅夫氏作「処女」 十三円五十銭
21号 薔薇の夢 高畠華宵氏抒情詩集より 十三円五十銭











25号 光と影  十三円
26号 夢魔 三上於吉氏作「地上の楽園」 十二円五十銭
27号 言葉なき恋 菊池寛氏作「新珠」 十二円五十銭
28号 新しき太陽 菊池寛氏作「明眸禍」 十二円
29号 街頭の麗人 久米正雄氏作「冷火」 十二円五十銭
30号 逸る胸 細田源吉氏作「誰の愛」 十二円
―109―
31号 絵姿 加藤武雄氏作「玉を抛つ」 十二円
32号 円舞曲  十二円
33号 崩るゝ虹 菊池寛氏作「不壊の白珠」 十二円五十銭
34号 ヴオルガの船歌 細田民樹氏作「愛人」 十二円
35号 護りの騎士 菊池寛氏作「真珠夫人」 十二円五十銭
36号 愛すればこそ 菊池寛氏作「慈悲心鳥」 十円八十銭
37号 またゝく星 三宅やす子氏作「奔流」 十円八十銭
38号 秘めたる恋  十一円
39号 海の誓ひ 細田民樹氏作「愛人」 九円八十銭
40号 ハツピーエンド  十一円
婦女界社代理部では，九月廿七日から陳列即売会を催します。代理部へのご注文は定価の外に，書留送料十八
銭，（領土四十五銭）をお添へ下さい。尚満州，朝鮮の加盟店でお求めの方は関税の関係で約一割高になります。
















1号美の極致 2号新婚の日 3号スヰートホーム 4号幻の華 5号輝ける女性 6号幸の華 7号浮世絵調





心 15号平和の日 16号乙女心 17号美の誘惑 18号新婚挿話 19号モダーン礼讃 20号絵画調 21号パリ







リの夕べ 28号 久遠の光 29号希望の花 30号弾むこゝろ 31号美の訪れ 32号澄める心境 33号秋日余
































































































































































































6号「流 行 横 顔

























































































































































6号流 行 横 顔
フアツシヨンプロフイール






























1号芸術の花 2号幸福の木の実 3号花言葉 4号秋日余麗
しうじつよれい
5号クレオパトラ 7号黎明女性 9号サロン



































































































































八王子 二，五二二千点 二五五／米沢 一，〇一六千点 △六／秩父 一，〇二二千匹 一三七／伊勢
崎 二，二八二千匹 三二二／飯能 二二四千匹 一一／結城 二二千反 △三／十日町 三〇四千点
△一五／大島つむぎ 三一〇千反 一九／鹿児島 一二一千反 △三八／桐生 五，〇八〇千点 二六
一／足利 五，八二九千点 △五八二／館林 九七九千点 △三七四／谷村 四〇〇千点 △三一／見附
一，二五四千点 一六
綿布
青梅 一，九九二千点 一五／所沢 一，四九二千点 △二〇〇／尾州 七，八五四千点○○五七六／遠州
二五，八八七千点 △二，八二四／美濃 一，五二四千点 △一四一／伊予 二，九四二千点 △三九六
／久留米 一，八九一千点 △一〇五／備後 二，二七二千点 △六六／西播 二，〇八八千反 △一五
／播州 二，八九二千点 △一六七
麻布
能登 一二〇千反 五／近江 二七九千反 二八／越後 一七千反 四
平絹及びちりめん
大聖寺 六七二千匹 一九／五泉 二二四千匹 五八／福井絹 七五〇千点 一六二／小松 六九一千点
七六／丹後 三，〇〇八千点 四二三／岐阜 四九四千点 △一八
裏絹
上武州 九二三千匹 九四／奥州 八〇二千匹 一八九
西陣織物
































昭和6年 2月28日 東京朝日新聞 朝刊 10面








模様銘仙 四円五十銭 縞銘仙 三円八十銭
絣銘仙 四円五十銭 お召風模様銘仙 五円五十銭
上野 松坂屋 銀座 松坂屋
昭和6年 4月 婦女界






































































昭和6年 9月11日 東京朝日新聞 朝刊 5面
［広告］秋の銘仙オンパレイド 全国優良銘仙発表大会 上野松坂屋 銀座松坂屋
産地 伊勢崎，八王子，十日町，所沢，秩父，村山，足利，其他
左記都下一流の美容家に数十体の人形の結髪並に各地銘仙の着付を依頼して賑やかに陳列。



















▲子の日緑 薄い中に渋味のある緑色です。 ▲雛臙脂 臙脂といふよりは，ほのかにローズを含んだ薄い茶




































































女児服 二尺三寸 四円五〇 六円五〇均一
男児服 一尺七寸 四円○○ 五円五〇均一
紺ヘル小学生服 三円七〇 四円三〇均一
昭和7年 1月17日 東京日日新聞 朝刊 10面








昭和7年 2月18日 東京朝日新聞 朝刊 10面


























写真左 同上 口絵 三小説の三ヒロイン



























































































































































































































1） 服装文化協会編『増補版 服飾大百科事典 下』文化出版局 1976
2） 新井正直「糸から始まる物語関東銘仙産地の歴史，風土を訪ねて」藤井健三監修「銘仙:大正昭和のおし
ゃれ着物」『別冊太陽』平凡社 2004，pp.124133




4） ①日本織物新聞社編纂部編『大日本織物二千六百年史 下巻 終』日本織物新聞社 昭和16年1月25日第
3版（初版は昭和15年8月25日）p.228「銘仙と縮緬の消長」，②伊勢崎織物共同組合編著『伊勢崎銘仙史』
伊勢崎銘仙会館 1966「自明治元年至昭和四十年（九十八年間）の年間生産高と一反当り価額」と題したグ
ラフ表を参照。
5） 人絹を織り混ぜた銘仙の制作については，伊勢崎では昭和7年の段階で使用許可に踏み切っている。伊勢崎
では，そのほかの産地が人絹を自由に使用して成績を上げていたが，とくに人絹が専門の鑑識でも難解なほ
どであったことから信用を落としかねない，として産地業者討議を繰り返し長く組合規程で禁止され続けて
いた。またその背景として，昭和4年～6年は安売り競争の他，多量の返品のために資金繰りに悩まされ，
返品対策に終始していた現実があった。（伊勢崎織物協同組合編『伊勢崎織物史』1966参照）
（本稿は平成18年度から21年度科学研究費補助金による調査研究の一部である。）
（あんぞう ゆうこ 歴史文化学科教授近代文化研究所所員教授）
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